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令和３年第３回福山地区消防組合議会定例会会議録 

 

                  ２０２１年（令和３年）１２月１６日（木曜日） 

                          福山市議会議事堂全員協議会室 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 議 事 日 程 

２０２１年（令和３年）１２月１６日     午前１０時開議 

第１       会議録署名議員の指名 

第２       会期の決定 

第３ 報第 ２号 損害賠償の額を定めること及び和解の専決処分の報告について 

第４ 議第１０号 令和２年度福山地区消防組合一般会計歳入歳出決算認定について 

第５ 議第１１号 令和３年度福山地区消防組合一般会計補正予算 

第６ 議第１２号 福山地区消防組合深安消防署改築工事請負契約締結の変更について 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 本日の会議に付した事件 

諸般の報告 

消防業務報告 

以下議事日程のとおり 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 出 席 議 員        

     １番 皿 谷 久美子        ２番 小 林 聡 勇 

     ３番 宮 本 宏 樹        ４番 八 杉 光 乗 

     ５番 石 口 智 志        ６番 能 宗 正 洋 

     ７番 加 納 孝 彦        ８番 土 井 基 司 

     ９番 三 藤   毅       １０番 連 石 武 則 

    １１番 小 川 清 治       １２番 岡 崎 正 淳 

    １３番 今 岡 芳 徳       １４番 西 本   章 

    １５番 五阿彌 寬 之       １６番 熊 谷 寿 人 

    １７番 高 木 武 志       １８番 法 木 昭 一 

    １９番 稲 葉 誠一郎       ２０番 小 川 眞 和 
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 説明のため出席した者の職氏名 

  管  理  者  枝広 直幹      副 管 理 者  小川 政彦 

  副 管 理 者  小野 申人      副 管 理 者  入江 嘉則 

  監 査 委 員  林  浩二      監 査 委 員  橋本 龍之 

  会 計 管 理 者  池田 浩己      消 防 局 長  藤井 徹太 

  総 務 部 長  片岡 伸夫      警 防 部 長  濵田 善章 

  総務部総務課長  徳光 宏明               三好 浩正 

  総務部予防課長  下見 育弘      警防部警防課長  曽根 康太 

           能島 正和      警防部指令課長  杉原 誉輝 

  南 消 防 署 長  下宮 正靖      北 消 防 署 長  穂垣 光浩 

  東 消 防 署 長  濱田 信孝      西 消 防 署 長  連下 哲寛 

  水上消防署長  江草 利勝      芦品消防署長  青木 浩司 

  深安消防署長  高橋 光男      府中消防署長  吹抜 芳昌 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 事務局出席職員 

  事 務 局 長  恵木 朱美      事 務 局 員  表  宏哉 

  事 務 局 員  吉岡 佑之      書     記  桒田 純一 

  書     記  小川 大輔 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

        

  

総務部総務課 
企画管理担当課長 

警  防  部 
救急救助課長 
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                        午前１０時００分開会 

 

議長（小川眞和） おはようございます。 

 ただいまから令和３年第３回福山地区消防組合議会定例会を開会いたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議長（小川眞和） これより本日の会議を開きます。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議長（小川眞和） ただいまの出席議員２０人であります。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 諸般の報告 

議長（小川眞和） 日程に入るに先立ち、諸般の報告をいたします。 

 監査委員から２０２１年、令和３年５月分から９月分までの例月出納検査結果の報告が

ありましたので、写しをお手元に配付いたしております。 

 以上の報告について質疑はありませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（小川眞和） これをもちまして諸般の報告を終了いたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 消防業務報告 

議長（小川眞和） 次に、消防局長から消防業務報告の申し出がありますので、これを許

可いたします。 

 消防局長。 

消防局長（藤井徹太） 失礼します。貴重な時間を賜りまして、消防業務につきまして御

報告を申し上げます。 

 初めに、火災・救急業務の状況であります。 

 お手元に配付いたしております火災・救急統計資料を御覧いただきたいと思います。 

 １ページをお願いいたします。本年１月から１１月末までの火災発生状況は、表の中段

左端に掲げておりますとおり８３件で、前年同期と比較いたしまして１１件の増加となっ

ております。主に建物火災が増加したことによるものでございます。また、死者につきま

しては、表の中ほどにありますように、前年同期と比較し１人増の８人となっており、建

物火災及び車両火災によるものであります。 
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 損害額は、表の右端にありますように１億７，９００万円余で、前年同期と比較して７

００万円余の増となっております。 

 ２ページには構成市町別の内訳を掲載いたしておりますので、後ほど御覧いただきたい

と思います。 

 続いて、３ページをお願いいたします。本年１月から１１月末までの救急出場件数は、

表の中段左端に掲げておりますとおり１万９，３５２件出場し、１万７，１９７人を搬送

しております。前年同期と比較し、出場件数で５３８件、搬送人員で３９６人の増加とな

っております。主な要因といたしましては、急病及び一般負傷による救急要請が増加した

ことによるものでございます。 

 ４ページには構成市町別の内訳を掲載いたしておりますので、後ほど御覧いただきたい

と思います。 

 なお、本年中における１１月末現在の新型コロナウイルス感染症に係る救急活動としま

しては、陽性者７６人を搬送しております。今後も、消防職員が感染媒体とならないよ

う、状況に応じた感染防護措置を適切に行い、保健所、医師会等と連携を密にし、救急需

要に的確に応えるように取り組んでまいります。 

 次に、予防業務についてであります。 

 今年度１１月末までの査察件数は、定期査察と特別査察を合わせて５，９０９件で、ホ

テル、旅館、店舗などの不特定多数の方が出入りする防火対象物に加えまして、主に従業

員が使用する工場、事務所、倉庫などの防火対象物についても定期的に査察を実施してお

ります。違反のある防火対象物に対しまして継続的な是正指導を行い、安心・安全な防火

対象物の確保に向けて取り組んでまいります。 

 また、これから年末にかけまして火災が多発する時季でもあります。１２月２０日から

３１日まで、消防関係団体の皆様とともに年末特別火災予防運動を展開し、住民の防火意

識の高揚と火災の発生防止に努めてまいります。 

 次に、指令業務についてであります。 

 １１９番通報者がスマートフォンで現場の映像を送信することにより消防局指令課及び

出動部隊が現場の状況を確認することができるライブ映像システム、通称ビデオ１１９を

今月１２月１日から運用を開始しております。このシステムの導入により、通報者から災

害の状況を映像で受け取り、場所の特定や状況の把握を早め、火災や事故の被害軽減を図

ることが可能となります。また、動画を通報者に送信することもできるため、救急車到着
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までの間の応急手当の方法をより分かりやすく通報者に伝えることが可能となるなど、よ

り確実な救急活動につながるものであります。 

 今後とも、住民の安心と安全の確保に向け、職員が一丸となって取り組んでまいる所存

でございますので、引き続き御指導、御鞭撻を賜りますようお願い申し上げまして、消防

業務につきましての御報告とさせていただきます。ありがとうございました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

議長（小川眞和） これより日程に入ります。 

 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、議長において、６番、能宗正洋議員及び１５番、五阿彌寬之議員を

指名いたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 日程第２ 会期の決定 

議長（小川眞和） 次に、日程第２ 会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、本日１日間といたしたいと思います。御異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（小川眞和） 御異議なしと認めます。したがって、会期は本日１日間に決定いたし

ました。 

 この際、管理者から挨拶の申し出がありますので、これを許可いたします。 

 管理者。 

管理者（枝広直幹） 本日、１２月定例組合議会を招集いたしましたところ、議員各位に

は御参集いただき、誠にありがとうございます。 

 今回提出しております諸議案の御審議をお願いするに当たり、消防行政の状況と本年度

の主要事業の取組状況について御説明申し上げます。 

 初めに、消防行政の状況についてであります。 

 新型コロナウイルスの新規感染は落ち着きを見せていますが、新たな変異株が国内でも

確認され、依然として予断を許さない状況にあります。第６波への備えのためにも、引き

続き保健所や医師会と連携し、救急体制の維持強化に取り組んでまいります。 

 次に、災害対応力の維持向上については、１１月６日に中国・四国ブロック緊急消防援
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助隊合同訓練を広島県備北地区が被災したとの想定で実施し、各消防本部や関係機関との

連携強化を図りました。 

 また、多くの方々を集めた救命講習や防火指導が今年度も実施できないことから、消防

組合のホームページ等で動画を配信するなど、ＳＮＳを活用した啓発や広報を積極的に行

っています。 

 次に、本年度の主要事業の取組状況についてであります。 

 まず、車両整備については、９月に消防ポンプ自動車を西消防署と芦品消防署へ配備

し、運用を開始しました。 

 また、深安消防署改築事業については、庁舎と訓練塔の建設工事が来年１月中に完了予

定であり、年度内に新庁舎での業務が開始できるよう引き続き取り組んでいます。 

 本定例会の議案としては、令和２年度福山地区消防組合一般会計歳入歳出決算認定や令

和３年度福山地区消防組合一般会計補正予算のほか、福山地区消防組合深安消防署改築工

事請負契約の変更についてを提出しています。 

 決算についての監査委員の指摘要望事項については、その対応策を講じ、事務事業のよ

り適切かつ効率的な執行に努めてまいります。 

 今後とも、消防使命達成のため、消防局長を中心とし、職員一丸となって消防業務に鋭

意取り組んでまいります。何とぞ慎重なる御審議の上、御可決いただきますようお願い申

し上げ、御挨拶といたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 日程第３ 報第２号 損害賠償の額を定めること及び和解の専決処分の報告について 

議長（小川眞和） 次に、日程第３ 報第２号損害賠償の額を定めること及び和解の専決

処分の報告について説明を求めます。 

 総務課長。 

総務部総務課長（徳光宏明） 失礼いたします。報第２号損害賠償の額を定めること及び

和解の専決処分の報告について御説明申し上げます。 

 この専決処分は、２０２１年、令和３年７月２９日、午後４時３２分頃、西消防署沼隈

内海出張所の職員が福山市沼隈町の山南郵便局に車両を駐車する際、当該郵便局駐車場に

設置されていたコンクリート塀に接触し、当該コンクリート塀を損傷させたものでありま

す。 

 その相手方に対する損害賠償の額を定めること及び和解について、地方自治法第１８０
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条第１項の規定により管理者において専決処分をいたしましたので、同条第２項の規定に

より議会に御報告するものでございます。 

 賠償金額、賠償及び和解の相手方、専決年月日、専決番号等につきましては、議案に掲

げているとおりであります。どうぞよろしくお願いいたします。 

議長（小川眞和） これより質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（小川眞和） これをもちまして報第２号を終了いたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 日程第４ 議第１０号 令和２年度福山地区消防組合一般会計歳入歳出決算認定につ 

      いて 

議長（小川眞和） 次に、日程第４ 議第１０号令和２年度福山地区消防組合一般会計歳

入歳出決算認定についてを議題といたします。 

 提案者から提案理由の説明を求めます。 

 企画管理担当課長。 

総務部総務課企画管理担当課長（三好浩正） 失礼いたします。議第１０号令和２年度福

山地区消防組合一般会計歳入歳出決算認定について御説明申し上げます。 

 一般会計歳入歳出決算書の１ページをお願いいたします。歳入歳出決算規模は、歳入決

算額６５億３３４万３，５０５円、歳出決算額６３億８，２７８万３，８５２円で、歳入

歳出差引き残額は１億２，０５５万９，６５３円となりました。 

 続きまして、２ページから３ページにかけましては、歳入の款及び項ごとに予算現額と

収入済額との比較までについて記載いたしております。 

 ４ページから５ページにかけましては、歳出の款及び項ごとに予算現額と支出済額との

比較までについて記載いたしております。 

 なお、歳入歳出の決算内容につきましては、歳入歳出決算事項別明細書により御説明申

し上げます。 

 それでは、６ページから７ページをお願いいたします。歳入ですが、第１款分担金及び

負担金の収入済額は５６億７，７４１万７，０００円で、歳入総額に占める割合は８７．

３％となっております。 

 また、構成団体別の負担金の内訳は、７ページに掲げているとおりであります。 
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 第２款使用料及び手数料の収入済額は７７２万８，０３６円で、主なものといたしまし

ては、危険物取扱許可等手数料の５５２万９，７００円であります。 

 第３款国庫支出金の収入済額は２，４１０万９，０００円で、南消防署瀬戸出張所及び

東消防署の消防ポンプ自動車の更新整備に係ります消防施設整備費補助金であります。 

 第４款財産収入の収入済額は１，５９３万２，１２９円で、内訳といたしましては、消

防施設等維持整備基金の運用益金１２万２，１２９円と福山市今津町にあります西部訓練

場の売却による土地売払収入１，５８１万円であります。 

 第５款繰入金の収入済額は５，０００万円で、消防局空調設備更新整備及び消防艇ふく

やまのオーバーホールに係ります消防施設等維持整備基金繰入金であります。 

 第６款繰越金の収入済額は８，５２６万９，７９０円で、これは２０１９年度、令和元

年度からの繰越金であります。 

 ８ページから９ページをお願いいたします。第７款諸収入の収入済額は７，７８８万

７，５５０円で、内訳といたしましては、組合預金利子の２，８３７円と雑入の７，７８

８万４，７１３円であります。 

 違約金及び延納利息の収入未済額２２万６，８００円につきましては、北消防署外１清

掃業務委託に係る違約金でございます。 

 次に、雑入の主なものといたしましては、広島県と福山市及び笠岡市へ派遣した職員９

人に係ります派遣職員給与費負担金７，０７９万７，８８７円と、山陽自動車道の救急業

務に係ります高速自動車道救急業務交付金３３５万１，７８０円であります。 

 第８款組合債の収入済額は５億６，５００万円で、主なものといたしましては、深安消

防署改築事業及び西消防署の救助工作車等の更新整備に係ります消防車両等整備事業によ

るものであります。 

 それでは、１０ページから１１ページをお願いいたします。続きまして、歳出でありま

す。 

 第１款議会費の支出済額は１４０万３，７３８円であります。 

 第２款総務費の支出済額は５，０１１万２，２７３円であります。主なものといたしま

しては、消防施設等維持整備基金への積立金４，２８２万２，１２９円であります。 

 １２ページから１３ページをお願いいたします。第３款消防費の支出済額は５８億９，

２１２万２，０８４円であります。主なものといたしましては、常備消防費の支出済額で

５２億９，０３２万３，８８０円となり、前年度決算に比べ１億３，２３６万円余の減と
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なりました。 

 なお、各署所費の節、区分、支出済額につきましては、１２ページから１５ページにか

けまして掲げているとおりであります。 

 １４ページ中段、消防施設費をお願いいたします。消防施設費の支出済額は６億１７９

万８，２０４円であります。主なものといたしましては、深安消防署改築事業及び西消防

署の救助工作車等の更新整備に係ります消防車両等整備事業によるものであります。 

 また、１５ページ中段にお示ししている翌年度繰越額、継続費逓次繰越の１億５５０万

円は深安消防署改築事業に伴うもので、継続費設定期間中の年割り額に支出残額が生じた

ため逓次繰越をしたものであります。 

 なお、主要な施策につきましては、別冊の主要な施策の成果等説明書にお示しをしてい

るとおりであります。 

 第４款公債費の支出済額につきましては４億３，９１４万５，７５７円で、前年度決算

に比べ２，３３０万円余の減となりました。その主な要因といたしましては、１９９４年

度、平成６年度及び１９９５年度、平成７年度借入れの消防局庁舎整備に係る元金の償還

が終了したものによるものであります。 

 １６ページをお願いいたします。第５款予備費につきましては、消防艇ふくやまのオー

バーホールに４００万円を充用いたしております。これは消防艇ふくやまの主機関を開放

した結果、当初見込んでいなかった部品の取替修繕が必要となったことによるものであり

ます。 

 １９ページから２０ページをお願いいたします。財産に関する調書の１、公有財産の状

況でありますが、土地及び建物について、まず土地につきましては、西部訓練場の売却に

伴い、行政財産が１，１０４．４１平方メートル減少いたしております。次に、建物につ

きましては、西部訓練場の売却に伴い訓練塔の面積が減少し、行政財産の非木造が６３．

７５平方メートル減少、深安消防署旧庁舎の解体により普通財産の非木造が１，２４５．

９５平方メートル減少し、合計で１，３０９．７平方メートルの減少となりました。動産

につきましては、増減はありません。 

 ２１ページをお願いいたします。２、物品、重要物品の状況でございますが、当年度中

における異動は、救急救命士の訓練用資機材であるレールダルトレーニングシステム１体

を経年劣化により廃棄したことによるものと、消防局総務課の事務連絡車１台、西消防署

の水槽付消防ポンプ自動車１台の車両２台を廃棄したことによる減で、年度末現在高は前
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年度より３点減の１３５点となっております。 

 ２２ページをお願いいたします。３、基金の状況でございますが、積立金が４，２８２

万２，１２９円、繰入額が５，０００万円で、年度末現在高は前年度より７１７万７，８

７１円減少の１億２，２５２万８，０８６円となっております。 

 以上で令和２年度福山地区消防組合一般会計歳入歳出決算認定の御説明とさせていただ

きます。どうぞよろしくお願いいたします。 

議長（小川眞和） これより質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

 高木議員。 

１７番（高木武志） １点目は、東消防署の耐震化の計画について、具体をお示しいただ

きたいと思います。 

 ２点目は、警防要員、予防要員の整備指針と比較して不足をしております人員５９人の

採用をするとすれば、どれぐらいの予算が要るのかお示しをいただければと思います。ま

た、はしご車の１台の不足について、整備の具体をお示しください。 

 それから、３点目で、当年度新型コロナ感染などで防火指導や予防査察の実施は困難で

あったということなんですけれども、何件残ったのかお示しをいただきたいと思います。 

 ４点目は、ドクターカーの出動要請の状況についてお示しください。 

議長（小川眞和） 企画管理担当課長。 

総務部総務課企画管理担当課長（三好浩正） 失礼いたします。東消防署の耐震化につい

てであります。 

 東消防署につきましては、未耐震施設を耐震化し、防災拠点としての機能を維持するた

め、耐震改修に向けて今年度実施設計を行っているところであります。 

 以上であります。 

議長（小川眞和） 総務課長。 

総務部総務課長（徳光宏明） 失礼いたします。消防力の整備指針に掲げている人員及び

はしご車についてのお尋ねでございます。 

 議員お尋ねのとおり、直近の調査時点の２０１９年４月現在で、基準となる消防力６４

０人で現有消防力５８１人、基準上では５９人の不足となっております。この５９人を採

用した場合の予算ということでございますが、直近の新採用職員の人件費がおおむね給

料、職員手当、共済費で４２０万円かかっておりますので、５９人分でありますと、単年
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度では２億５，０００万円前後の人件費がかかると。それ以外にも、個人の装備品の貸与

でありますとか、入校に伴う経費等々が必要になってくるものでございます。 

 続いて、はしご車１台不足に伴う具体についてというお尋ねでありますが、こちらにつ

きましても、２０１９年４月の調査時点で、基準のはしご車数が５で現有の消防力が４と

いうことで１台の不足、地域につきましては、西消防署を中心とした西部地域で不足をし

ているということになります。 

 整備指針上は１台の不足ということになっておりますが、実態として、西消防署には最

高地上高が１３．７メートルまで伸びる１３メートル級のブーム付多目的ポンプ自動車を

配備しております。この消防自動車の特性として、高所だけではなく低所への架梯、地盤

面より低い位置、２メートルぐらいの低所まではしごは伸ばせるといった機能を有してお

ります。 

 こういった西部地域の特性に合う車両として１３メートルブーム付きを導入をしてお

り、消防力の整備指針上では１台の不足ということになっておりますが、災害対応の消防

力としては不足というふうには捉えておりません。 

 以上でございます。 

議長（小川眞和） 予防課長。 

総務部予防課長（下見育弘） 失礼いたします。コロナ禍での査察の未実施の状況につい

てのお尋ねですが、これまで査察計画に基づきまして定期査察は１００％実施してまいり

ましたが、２０２０年度につきましては、コロナ禍により関係者から査察延期等の申し出

が多数ありまして、実施率につきましては９７．４％、件数にいたしまして１０６件の未

実施ということになっております。どうぞよろしくお願いいたします。 

議長（小川眞和） 救急救助課長。 

警防部救急救助課長（能島正和） 失礼いたします。ドクターカーの要請基準、出動件数

でございますが、行政の判断といたしましては二通りございます。即時要請基準といたし

まして、１１９番通報時に緊急度、重症度の高い事案と判断できる場合、指令課のほうで

要請いたします。もう一つが、現場要請基準としまして、救急現場に救急隊が現着した時

点で早期に医師による医療行為を要すると判断したとき要請をいたしております。 

 出動件数でございますが、２０２１年１１月末で、要請を２８件、出動しまして救急隊

とドッキングが２０件となっております。 

 以上でございます。 
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議長（小川眞和） 高木議員。 

１７番（高木武志） 東消防署の耐震化が今年実施設計をされるということで安心できま

す。 

 それから、整備指針に基づく要員を採用するのに必要な予算というのが２億５，０００

万円程度ということでありますので、こうした人員、とりわけ消防団の関係も徐々に少な

くなっているというふうな状況の中で、ぜひとも整備に向けて頑張っていただきたいとい

うふうに思うんですが、その点についてはお答えをいただきたいと思います。 

 それから、はしご車のほうはもう既に分かりました。 

 それから、３点目のコロナの関係で未実施の分が１０６件あるということなんですけど

も、これはどういうふうに今後査察あるいは検査等していくのか、その点についてお示し

をいただきたいと思います。 

 また、ドクターカーの出動の状況も２８件の要請があって２０件ということで、救急車

の出動の中で時間もかかったりしているところも結構ありますので、そうした中でいわゆ

る病院との連絡なんかもあったかと思うんですけれども、重篤な患者さんをそうしたドク

ターカーの出動によって命を守っていくというふうなことも可能ではないかなということ

で、ぜひとも引き続き頑張っていただきたいということを求めておきます。 

議長（小川眞和） 総務課長。 

総務部総務課長（徳光宏明） 失礼いたします。消防力整備指針の人員に関するお尋ねで

ございます。 

 現有消防力と基準消防力の差の人数についての今後の取組というお尋ねでございます

が、充足率の実数を上げていくということよりも、消防署所間の補完体制、連携強化、消

防団との連携強化、こういったことにより消防力の充実強化に努めてまいりたいと考えて

いるところでございます。 

 以上でございます。 

議長（小川眞和） 予防課長。 

総務部予防課長（下見育弘） 査察未実施の今後の対応についてのお尋ねですが、今年

度、通常行っております定期査察とは別に、１０６件につきましては特別査察として実施

をしております。引き続き消防局と消防署でダブルチェックを行いながら、確実に査察を

行うこととしており、防火対象物における利用者の安全と安心の確保に努めてまいりたい

というふうに考えております。 
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 以上となります。 

議長（小川眞和） 高木議員。 

１７番（高木武志） この決算書を見ても、人件費っていうのが７０％を超えるというふ

うなことで、本当に消防の関係というのは人件費っていうのが結構大きなものがあると思

うんですけれども、そうした中でそういった人的な配置をしていくということは災害が起

きたときとか、あるいはそういった病気などで市民の生命そして財産を守っていくという

点でも大きな役割を持っているわけなんで、ぜひともこうした予算の配分というものをし

ていただいて、２億５，０００万円程度でできるということでありますので、ぜひともそ

ういったことができるように管理者の皆さんにも考えていただきたいなというふうに思っ

ているところです。よろしくお願いいたします。 

議長（小川眞和） ほかに質疑ありませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（小川眞和） これをもちまして質疑を終了いたします。 

これより討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

 高木議員。 

１７番（高木武志） 議第１０号令和２年度福山地区消防組合一般会計歳入歳出決算認定

について討論を行います。 

 本会計は、地域住民の生命、財産を守る重要な会計です。 

 当年度は、高規格救急自動車、救助工作車、消防ポンプ自動車などの車両整備、深安消

防署改築に係る整備事業などが行われ、救急救命士５人の養成等も実施されています。さ

らに消防力の充実強化を着実に図ることを求め、次の要望意見を付して、賛成の討論とい

たします。 

 一つ、警防要員、予防要員の整備指針１００％達成のために、新年度採用しようとすれ

ば２億５，０００万円程度の予算が必要となりますが、予算措置により人員を確保するこ

と。 

 一つ、住民の安心・安全のためにも夜間警備勤務も継続すること。 

 一つ、消防車両の搭乗人員は整備指針に基づき配置すること。 

 一つ、消防士や救急隊員の業務は強いストレスにさらされることが多く、ストレス軽減

のための方策や職場環境の改善など、職員の健康管理に努めること。 
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 以上であります。 

議長（小川眞和） 他に討論はありませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（小川眞和） これをもちまして討論を終了いたします。 

 これより採決いたします。 

 本決算は認定することに賛成の議員の起立を求めます。 

 （賛成者起立） 

議長（小川眞和） 起立全員であります。したがって、本決算は認定することに決定いた

しました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 日程第５ 議第１１号 令和３年度福山地区消防組合一般会計補正予算 

議長（小川眞和） 次に、日程第５ 議第１１号令和３年度福山地区消防組合一般会計補

正予算を議題といたします。 

 提案者から提案理由の説明を求めます。 

 企画管理担当課長。 

総務部総務課企画管理担当課長（三好浩正） 失礼いたします。議第１１号令和３年度福

山地区消防組合一般会計補正予算について御説明申し上げます。 

 補正予算書の１ページをお願いいたします。歳入歳出予算の補正でありますが、歳入歳

出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億２，０５５万円を追加いたしまして、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ７３億７３７万３，０００円とするものであります。 

 ２ページをお願いいたします。歳入歳出予算補正の款・項の区分及び当該区分ごとの金

額並びに補正後の金額を掲げております。 

 続きまして、４ページから６ページには歳入歳出補正予算事項別明細書の総括を掲げて

おります。 

 ７ページをお願いいたします。歳入、第６款繰越金の項・目、繰越金の補正予算額１億

２，０５５万円の構成団体別の内訳につきましては、８ページの説明欄に掲げているとお

りであります。 

 ９ページをお願いいたします。歳出、第２款総務費の項・目、総務管理費、一般管理費

の補正予算額６，０４０万円につきましては、老朽化した消防庁舎の改修等の財源確保の

ため、消防施設等維持整備基金積立金として計上いたしております。構成市町別の積立額
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は、福山市が４，１７０万円、府中市が１，２５０万円、神石高原町が６２０万円であり

ます。 

 第３款消防費の項・目、常備消防費、消防局福山署所費の補正予算額５，０００万円に

つきましては、消防艇ふくやま船舶衝突事故に係る調査及び一部修繕費用を計上するもの

でございます。 

 １１ページをお願いいたします。第５款予備費の項・目、予備費の補正予算額１，０１

５万円につきましては、会計収支の調整のため、増額をするものであります。 

 なお、補正予算額の概要につきましては、お手元に配付しております補正予算議案説明

資料にお示しいたしております。 

 以上で令和３年度福山地区消防組合一般会計補正予算の御説明とさせていただきます。

どうぞよろしくお願いいたします。 

議長（小川眞和） これより質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（小川眞和） これをもちまして質疑を終了いたします。 

 これより討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（小川眞和） これをもちまして討論を終了いたします。 

 これより採決いたします。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

 （賛成者起立） 

議長（小川眞和） 起立全員であります。したがって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 日程第６ 議第１２号 福山地区消防組合深安消防署改築工事請負契約締結の変更に 

      ついて 

議長（小川眞和） 次に、日程第６ 議第１２号福山地区消防組合深安消防署改築工事請

負契約締結の変更についてを議題といたします。 

 提案者から提案理由の説明を求めます。 
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 企画管理担当課長。 

総務部総務課企画管理担当課長（三好浩正） 失礼いたします。議第１２号福山地区消防

組合深安消防署改築工事請負契約締結の変更について御説明いたします。 

 議案説明資料を御覧ください。 

 この請負契約締結の変更につきましては、令和２年９月２５日議決第１２号の契約金額

を増額変更するものであります。 

 変更理由につきましては、隣地境界付近の掘削で地盤の崩落のおそれが生じたため山留

め等の予防措置を追加実施したこと、既存舗装撤去の際に、路盤材に鉱さいが使用されて

おり、敷地内の土工事の支障となるため撤去が必要となったこと、また訓練施設の安全性

向上のため金物の仕様変更等を行ったことにより工事費が増加することに伴い、契約金額

を変更するものであります。 

 変更前６億９，８５０万円を変更後７億１，９３４万１，７００円に、２，０８４万

１，７００円の増額変更となるものであります。 

 ５の契約金額以外につきましては、記載してあるとおりで変更はございません。 

 以上で御説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

議長（小川眞和） これより質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

 高木議員。 

１７番（高木武志） この変更の理由の中で、訓練施設の安全性向上のために金物の仕様

変更を行ったというふうに書いてあるんですけれども、これまでの訓練塔というのも確か

されていたと思うんですけれども、こうしたものが設計の段階でこういうふうなことって

いうのは、どういうわけでこういうふうな違いっていうのが出てきたのか、それをお示し

いただきたいのと、またそれぞれの理由での変更ということなんですけれども、その工事

費の変更の内訳っていうのを教えていただければと思います。 

議長（小川眞和） 企画管理担当課長。 

総務部総務課企画管理担当課長（三好浩正） 失礼いたします。まず、金物の仕様変更に

ついてでありますが、訓練施設の金物の仕様変更は、調整協議の中で安全性向上を図るた

めに金物の材質、形状を変更し、幅広い訓練内容に適したものにするために行ったもので

す。 

 具体的には、設計時には令和２年２月に完成した西消防署訓練塔を参考に、訓練用金物
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の耐荷重１トン程度を想定しておりましたが、その後実際に当該施設を消防訓練等に活用

した結果、耐荷重３トン程度に見直しをすることでさらに幅広い消防訓練が可能となるた

め、金物の材質、形状を変更したものであります。 

 また、主な変更契約の金額の内訳でありますが、一番最初に現場打ちのフェンス基礎工

事等において土留が必要となったものが約１，０００万円、鉱さい、路盤材等の撤去に必

要となったものが約４００万円、訓練施設の金物の変更が約６００万円となっておりま

す。 

 以上であります。 

議長（小川眞和） 高木議員。 

１７番（高木武志） 金物の点については、３トン程度のものに耐えられるものに変える

ということですけれども、これは西消防署のほうの分もこうした変更というのが必要にな

るのかどうか、その点についてお示しください。 

議長（小川眞和） 企画管理担当課長。 

総務部総務課企画管理担当課長（三好浩正） 西消防署につきましては、１トンを想定し

ております。深安消防署については、車両等の引上げも行うなど幅広い訓練ができるよう

に対応したものであります。西消防署は現状のままといたしております。 

 以上であります。 

議長（小川眞和） いいですか。 

 他に質疑ありませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（小川眞和） これをもちまして質疑を終了いたします。 

 これより討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（小川眞和） これをもちまして討論を終了いたします。 

 これより採決いたします。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

 （賛成者起立） 

議長（小川眞和） 起立全員であります。したがって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議長（小川眞和） 以上で本定例会に付議されました事件は全て終了いたしました。 

 これをもちまして令和３年第３回福山地区消防組合議会定例会を閉会いたします。 

 御苦労さまでした。 

                        午前１０時４４分閉会 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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